
  

 

第１３９１回 例会 ２０２０年（令和２年）２月３日 

（平和と紛争予防/紛争解決月間） 

 

前回（１月２７日）例会記録  

◇プログレス 原山  歩 副ＳＡＡ  

 

１．来客紹介  小島 常男 親睦委員       

  ゲスト：０名 地区外：０名 地区内：２名 合計：２名 

 

２．会長の時間  塩尻 明夫 会長 

 

皆様こんにちは。ビジターの皆さま、本日もようこそいらっしゃいました。 

大阪リバーサイドロータリークラブの徳山会長には会長幹事会でいつもお世話になって 

おります。どうぞごゆっくりとお過ごし下さいませ。 

武漢から発した新型肺炎の拡大が続いています。この肺炎の主役である「コロナウイルス」とは、 

よくニュースで見られるように表面に突起のある直径100 ナノメートル（百万分の１ミリ）の球体 

です。 

 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 岡野 秀章 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ ２月お誕生月会員お祝い 

○ イニシエーションスピーチ  中西 弘明 会員 

○ フリートーク  

○ 理事会  ６階「橘の間」 １３：４０～１４：４０ 

・早春賦 

・北帰行 

・ぼだい樹 



 

形態が王冠に似ていることから、ギリシャ語で王冠を意味する「コロナ」という名前が付けられたとのことです。 

ただコロナウイルス自体は特に珍しいものではなく、風邪の原因もおおよそ４種類のコロナウイルスによるがほとんどだ 

そうです。さてウイルスというのは、細菌のような生物ではありません。 

タンパク質と核酸と呼ばれる物質から構成された粒子で、それ自体が代謝、すなわち栄養をとって活動のエネルギーを 

作ることをしない物質です。ウイルスは宿主の細胞に入り込み、その細胞を自分で生産する工場に改造してしまうという 

性質を持っています。これが「ウイルスの感染」です。 

人間が作った工場と同じで、人間以外の動物、例えばコウモリに寄生するウイルスやラクダに寄生するウイルスは、遺伝子が

全く異なる人間には感染できません。ところが、ウイルスはある意味単純なつくりをしているため、自らの設計図を都合よく 

変えてしまう「変異」という事象が起こりやすいのです。この変異が非常に厄介です。 

実は先ほどの「コウモリ」や「ラクダ」は、それぞれ大流行を起こした「サーズ」や「マーズ」という病気のもとになりました。 

たとえば２００２年に中国広東省で発生したサーズは、コウモリを自然の宿主にしていたものが、たまたま人間に感染し 

やすいウイルスを持っており、それを食べたことで人間への感染が発生したとみられています。 

それが変異を繰り返し、人間から人間へ感染することであのような重大な感染爆発を起こす力を手に入れたようです。 

今回も、感染の広がりを見ると、武漢の市場で売られている野生動物から人間に感染し、変異が繰り返されている 

可能性が非常に高いようです。 

さて中国政府は先週中に武漢市の交通をストップして事実上閉鎖し、続いて本日（２７日）から海外への団体旅行を 

禁止したそうです。また先週からは、１０日間という突貫工事で大規模な病院まで建設しています。 

この人権も無視したような行動力には驚く限りですが、結局個人旅行は禁止されておらず、武漢の閉鎖前にもかなりの 

住民が脱出しているとの報道がありますので、今後１週間といわれる潜伏期間を経過した感染者が様々な国や地域に 

感染を広げる可能性を覚悟しなければなりません。 

大阪には多くの旅行者が訪れますし、今回の春節需要を台無しにしてしまいかねないこのような事態は、恐ろしいと 

同時に非常に残念です。早く収束してくれることを祈るばかりです。 

現在のところ、マスクや手洗い、うがいといった一般的な方法で感染は防止できるそうです。 

皆様も、またご家族や従業員さん、取引先の皆様も、冬場でもありますし体調には十分ご注意下さい。 

以上、会長の時間を終わります。 

 

３．委員会報告 

◎ 国際奉仕委員会 小山 章松 委員長 

２０２０年２月１０日の例会に、「２０１９年～２０２０年度クラブ活動計画書及び概況」をご持参ください。 

 

◎ 会員増強委員会 岡野 秀章 委員 

３月２３日（月）に体験例会大会を開催いたします。 

周りで体験例会に来ていただけそうな方がおられたら是非積極的にお声掛けください。 

 

４．ご報告 

◎ 片岡 清夫 会員 

珠 まゆら（片岡 知美）芸歴２０周年記念ディナーショーを開催いたします。 

日時：４月２９日（水） 祝日  

場所：ラ・スィート神戸オーシャンズガーデン  

金額：１５，０００円 

※別紙をご参照ください 



 

５．ニコニコ報告  平山 明彦 親睦委員 

大阪リバーサイドＲＣ 徳山善雄 様・・・・地区社会奉仕委員会からＰＲと案内に参りました。宜しくお願いします。 

澤田 会員・・・・本日職業奉仕委員会フォーラム卓話宜しくお願い致します。 

林 会員・・・・本日は職業奉仕フォーラムです。少し長めの例会になりますが、どうぞ宜しくお願い致します。 

平山、岡野、原山、俣野、中村、吉本、大磯、清水、松永、宮原、山川、井澤、小山、小島、片岡、北野、中嶋、松谷、 

甚田、岡本(真)、岡本(茂)、中西、 

  各会員・・・・徳勝龍 涙・涙の初優勝 

 

６．出席報告 原山  歩 副ＳＡＡ 

会員総数 ３６名 出席率計算会員数 ３５名 出席会員数 ２９名 出席率 ８３％ 

第１３８８回（１２月２３日） 修正出席率 ９２％ 

 

７．クラブフォーラム  地区職業奉仕委員会 澤田 宗久 副委員長 

 

 ロータリークラブの発案者はアメリカの弁護士ポール・ハリス氏で、最初の会合は４人のメンバ

ーのごく平凡は職業人の集まりでした。それから国際ロータリークラブは 2 月２３日を創立記念

日に指定され、今年で１１５年を経過致しました。 

アメリカのシカゴで最初の会合を機に、『奉仕の理念』と言う共通の考えを持ち、実践しようとする

人々が集まり物質的互恵と親睦でスタートしました。 

その後「社会奉仕活動」が付加され、設立わずか５年後には１６クラブの全米ロータリークラブ 

連合会へと拡大致しました。 

 当時のロータリー要網には、進歩的で尊敬すべき商取引の方法を推進、個々の会員の事業上の利益を増大する。というも

のも含まれていました。 

その後、「最もよく奉仕するもの、最も多く報われる」と提唱されるように、科学的かつ道徳的な経営方針によって、自分の 

事業や同業者の事業の発展を図ると共に、業界全体のモラルを高めていこうと言う職業奉仕の理念が生まれました。 

その後 １、クラブ奉仕 ２、職業奉仕 ３、社会奉仕 ４、国際奉仕 ５、青少年奉仕と、その長い歴史の過程で RC の原則、 

ルールが生まれて現在に至っております。 

 本クラブの目的は、 

①「ロータリーの目的」の達成をめざす。 

②五大奉仕部門に基づいて成果あふれる奉仕プロジェクトを実施する。 

③会員増強を通じてロータリーの発展に寄与する。 

④ロータリー財団を支援する。 

⑤クラブレベルを超えたリーダーを育成する。 

これらを中心理念とし、例会に関するルールや例会出席の意義など、クラブメンバーの親睦も大切にしてこられました。 

 

 例会はロータリー発足以来続いてきた最も基本的重要な会合です。 

例会では、①奉仕の理想についての知識を深める（研修の場） 

       ②異業種会員などとの情報交換により、種々の知恵を学ぶ 

       ③会員の言動を参考に自己改革・成長のヒントを得る 

       ④会員同士、知り合いになり親睦を深める。 

 



 

 

と言うように、例会の欠席はこのような、機会を得られないのみならず、他の会員に対する機会の提供も放棄していることに 

なります。例会は人生の道場であります、義務と捉えず、“参加して楽しむ”心構えが大切です。 

この例会の一連の活動の中で生まれてくるのが『親睦』です。例会で高められた奉仕の心を持ってそれぞれの家庭・職場・

地域社会に帰り、奉仕活動を実践します。これが、理想とされるロータリーライフです。 

 ロータリーが他の奉仕団体と根本的に異なるのは「奉仕の理想」と言う原理原則を大切にすべきであるという考えであり、 

この原点は守って行かなければならないと考えます。理論を理解し、親睦を深め、奉仕を実践していくバランスが必要です。

ロータリーで頼まれたら断ってはいけません、いろいろな役、仕事を引き受けることにより、結果的に自分自身の成長に 

繋がります。 

 

左記の図は日本のロータリアンの伝統的な考え方を図に表した 

ものです。 

「ロータリーの樹」と表現しています。ロータリーの職業奉仕を理解 

する良い図だと思います。 

 ロータリーの樹を奉仕と言う視点から見ますと、クラブ奉仕は 

この樹へ水と栄養を送る「根」であります、職業奉仕はその上に 

成長する「幹」です。 

そして枝が伸びて実った果実として、青少年奉仕・社会奉仕・国際奉仕・ 

或いは、ロータリー財団に基づく奉仕活動があります。 

 

 「根」としては。クラブ奉仕の他に「ロータリーの目的」や「四つのテスト」「超我の奉仕」が記されています。 

 このように、ロータリーの活動概念を視覚的に理解できるように表現しているのがこの「ロータリーの樹」だと言えます。 

 

 

『四つのテスト』と人づくり 

 

四つのテストはロータリーの哲学であります。ロータリアンが行動を興す時・・・・・「言行はこれに照らしてから」 

① 真実か どうか 

② みんなに公平か  

③ ③好意と友情を深めるか  

④  ④みんなのためになるか どうか 

 「ロータリーは人づくり」について歴代のＲＩ会長は「人づくり」について次のように述べています。 

１９５４－１９５５ ＲＩ会長ハーバード・テーラー 

“Rotary is maker of friendship and builder of men” 

「ロータリーのしなければならない大きな仕事に人格者を育てること、つまり人づくりではないかと、私は思っています。 

政界や実業界において、また地域社会や家庭において-生活の様々な領域において有能な役に立つ人物を育成する 

ことこそ、ロータリー・クラブのなすべき仕事です。よい市民、よい指導者を育て上げることは是非必要なことであります。」 

１９７４ー７５ ＲＩ会長ビル・ロビンス “Rotary’s first job is to build men”「ロータリーが最初に行うべきことは人づくりである。」 

 

 

 



 

 その他、米山記念奨学金事業は、人づくりでもあります。 

「留学生への支援は、未来に向かって平和の架け橋をかける尊い事業であります。 ロータリーの例会は人生の道場、 

人づくりの修練の場であります。」と 日本の初代ガバナー・東京ロータリークラブの米山梅吉氏は言っておられます。 

 職業奉仕をする上で、出前授業はかかせません。それは「ロータリアンの自らの職業を通じ、事業生活の中で青少年を 

育成するという奉仕の理念のもとで授業を行う。」と言う目的があるからです。このような教育を実践するのは、ロータリー 

クラブの役割であります。 

 

教育支援の種類 

出前授業 

①いろいろな分野の専門家が学校に出かけて生徒と語り合う。 

②幼稚園から大学までの関係を深め、互いに教員を支援して授業する。 

③生徒と先生が互いに意見を交換するように進める。 

 

職場体験学習 

① 生徒が地域の企業や商店に出かけて、経営者や社会で働く人たちとの 直接のふれあいを通してその生き様を知り、 

働くことの意義を体得し、それを通して学ぶことの必要性を理解する。 

②  職場で学ぶことによって仕事の楽しさと厳しさを知るとともに、仕事に対する安易な考え方をなくして、職業観を養う。 

 

このように、自分の専門分野の根本原理、哲学を語ることにより子ども達に夢と希望を持たせることができます。 

 

「ロータリーは人づくり」と考えていますが、人が人をつくることはできません。全て各人が自ら成長をしていく「自分づくり」 

が基本であり、ロータリーはその成長の後押しをする役目であります。 

「人づくりは自分づくりの支援の場」ととらえ、ロータリーの発展に寄与することが必要です。 

 

私の考えるロータリー
ロータリーは人づくり！

行動力 継 続

四つのテスト

人類愛

有言実行 実践成就

世界平和

遵守

 

上の図はロータリーの人づくりを図式化したものです。 

四つのテストを基本理念として遵守し、ロータリー活動を継続する上で、自分自身の職業体験や学習した経験を次世代に 

継続的に指導・継承することによって、人類愛と世界平和をもたらすのではないかと考えます。 

 ロータリーの最終目的は世界平和であります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆次回２月１０日（月）例会予定 

・国際奉仕フォーラム ～１４：００ 

「２０１９～２０２０年度クラブ活動計画書及び概況」をご持参ください 

 ・例会場は７階「フォンタナ」に変更になっております 


